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区画内中央部に位置する墓墳からはガラス小玉（下図）が出土した
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出土したガラス小玉



輪積み段階で未製品の「鉢」
輪積みの積み上げ方は、先ず底部の形を作り、その上に6段の輪積みがなされている

十
接合痕より1段ごとに巻く向きを換

えて、右巻き、左巻きの交互に最下段（1段目）より積み上げられている様子が窺われる。これは体部を強度にするための
工夫であろうか。

＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ

二・巾竃、

高杯脚部
脚部「円柱状」を呈し、裾部はラッパ状に開く。脚部には4本の横沈線による模様体が施され、赤色塗彩との区画をなして
いる。佐久平では稀少な形態を示す資料である。
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例　　言

1本書は、平成13年度に調査を行った名鉄建設工業の店舗建設に伴う『上木戸遺跡』の調査報告書である○

尚、報告書の整理作業、および報告書刊行は平成13年度に行った。

2　調査委託者　　株式会社　名鉄建設工業

3　調査受託者　　佐久市教育委員会

4　遺跡名および所在地

岩村田遺跡群　上木戸遺跡（IIK）

佐久市大字岩村田字上木戸938番地　他7筆

5　調査期間・面積

上木戸遺跡は下記の期間で試掘調査、および、発掘調査・整理を行った。

試掘調査

発掘調査

整理調査

調査面積

開発面積

平成11年11月8・9日、平成11年11月15・16日

調査対象地内（面積3，887．14Iが）に14本のトレンチを設定し、試掘調査を行う。

その結果、対象地の西側より竪穴住居址（平安時代）・土坑が検出され、東側より

中世と考えられる溝状の遺構が確認された。

平成13年4月4日～平成13年4月27日

平成13年5月1日～平成13年10月5日

1，240m？

3，887．14が

6　本書の編集・執筆は佐々木が行い、報告書作成にあたっては、以下の分担によって行った。

遺物洗浄

遺物復元

図面修正

遺物実測

トレース

版下作成

市川　　昭　金井　保夫　佐々木　正　中嶋　照夫　中嶋　良造

花里四之助　荻原千鶴子　柏原　松枝　佐々木久子　中嶋フクジ　花里三佐子

桜井　牧子　沢井　皐月

江原　富子　渡遵久美子

江原　富子　渡遽久美子

小幡　弘子

桜井　牧子　沢井　皐月

尚、本文中の出土土器については、小林　眞寿、冨沢　一明の助言をいただいた。

7　本書、および、岩村田遺跡群『上木戸遺跡』の関係資料は佐久市教育委員会で保管されている。

本調査にあたり、株式会社名鉄建設工業および地元の方々には数々のご協力・ご援助を頂きました。ま

た、報告書作成にあたっても多くの方々よりご指導・ご助言を賜り厚くお礼を申し上げます。

記して感謝の意を表します。



凡　例

1　遺構の略号は以下のとおりである。

竪穴住居址－H　　掘立柱建物址－F　　土坑－D　　周溝墓－OT　　ピットーP　　表採－Z

2　挿図の縮尺は原則として以下のとおりであり、スケールを付した。

竪穴住居址－1／60　　掘立柱建物址－1／60　　土坑－1／40　　周溝墓－1／40

土器－1／4　　石製品－1／4　　拓本一1／4

3　出土土器観察表で、－は計測不能、（）は推定値、く　〉は現存値を表わす。単位はcmである。

4　遺構の海抜標高は、各遺構ごとに統一し、水糸標高を「標高」として示した。

5　口絵の遣物写真の縮尺は、任意である。但し、巻頭図版三の1、2の遺物実測は1／4で示した。

6　写真図版の遣物縮尺は、原則として1／4とした。

7　写真図版中の番号は、挿図番号と対応する。遺物番号は簡略化し、例えば第10図1は10－1とした。

8　土層の色調は、1998年度版『新版標準土色帳』に基づいた。

9　調査区グリッドは、公共座標に従い間隔は4×4mに設定した。

10　遺構規模の測定は、以下のようにした。

11挿図中のスクリーントーンは、以下のことを示す。

＜遺構＞

‾：Z．：，一＿．．j
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第工事　発掘調査の経緯

第1節　調査の経緯と経過

上木戸遺跡は、岩村田遺跡群の南西部に所在し、北から南へ緩く傾斜する岩村田の街内に位置する。標高

は710m内外を測り、当地点は浅間山の火砕流により形成された台地が低湿地と接する付近である。

近年、本遺跡に隣接した岩村田駅の周辺は区画整理事業が進んでいる。この事業に伴い、内西浦遺跡Ⅲの

発掘調査が行われた。また、周辺遺跡においては過去、内西浦遺跡I・Ⅱ、柳堂遺跡、更には中宿遺跡など

の調査が行われ、弥生時代から中世にかけての遺構・遺物が多く検出されている。

今回、こうした遺跡が周知されている範囲（岩村田遺跡群）内に株式会社名鉄建設工業の店舗建設が計画

され、佐久市教育委員会に遺跡有無の照会があった。このため教育委員会では試掘調査により遺構の確認作

業を行うこととなった。その結果、調査対象地の中央から西側には住居址、土坑などの遺構が確認され、東

側からは中世と考えられる溝状の遺構が確認された。このため両者による再度の協議を行い、駐車場となる

東側の部分は保存することとなり、西側の遺構破壊が余儀なくされる建物本体部分については、名鉄建設工

業より委託を受けた佐久市教育委員会が発掘調査を行い記録保存を行う運びとなった。

ー1－



第2節　調査体制
発掘調査受託者　　佐久市教育委員会

教　育　長

教育次長

文　化　財　課　　課　　　長

文化財係長

文化財係

調査主任

調査副主任

調　査　員

第3節　調査日誌

2001・4・4　本目より調査始まる

重機による表土剥ぎ

4・5　重機による表土剥ぎ

午後調査機材の搬入

4・6　重機による表土剥ぎ

土坑・ピットを確認

4・9　重機による表土剥ぎ

住居址・土坑を確認

4・10　重機による表土剥ぎ

周溝墓・ピットの確認

依田　英夫（4月～6月）

小林　宏造（4月～5月）

草間　芳行

荻原　一馬（4月～5月）

林　　幸彦　　須藤　隆司

冨沢　一明

佐々木宗昭

堺　　益子

市川　　昭

中嶋　良造

柏原　松枝

中嶋フグジ

上原　　学

森泉かよ子

金井　保夫

同柳　勉（7月～）
黒沢　俊彦（5月～）

森角　吉晴（5月～）

小林　眞寿

山本　秀典

佐々木　正

花里四之助　　江原　富子

桜井　牧子　　佐々木久子

花里三佐子　　渡遵久美子

4・11重機による表土剥ぎ

遺物包含層より多くの土

器片が出土する

4・12　重機による表土剥ぎ

土坑・ピットの掘り下げ

4・13　重機による表土剥ぎ

土坑・ピットの掘り下げ

4・16　重機作業終了

H1号住居址の掘り下げ

を始める

－2－

羽毛田卓也

出沢　　力

中嶋　照夫

荻原千鶴子

沢井　皐月

4・17　周溝墓の掘り下げ

4・18　各遺構の掘り下げ作業を

継続

4・19　遺物包含層の調査及び遺

構の掘り下げ作業

4・20　遺構の掘り下げ及びピッ

ト・土坑の実測

4・23　周溝墓の実測・写真

H1号住居址の実測

写真撮影を行う

4・24　周溝墓の調査終了

H1号住居址の実測

写真撮影を行う

4・25　両にて現場作業中止

室内で出土土器の水洗

4・26　H1号住居址の調査終了、

遺跡全体の写真撮影を行

つ

4・27　発掘調査を総て終了し機

材の撤収



第I章　遺跡，の環境

第1。節　自然的環境

佐久平の北方には、現在も火山活動を続けている浅間山が奪えている。浅間山の活動は、原始・古代より

現代の人々の生活環境にも大きな影響を及ぼしている。浅間山の南・西麓には塚原泥流（約23，000年前）、第

一軽石流（約14，000～13，000年前）、第二軽石流（約12，000～11，000年前）、追分火砕流（1，108年＝平妄時代）

が分布している。第一軽石流（Pl）・第二軽石流（P2）の分布域では、南・南西・西方に向けて放射状に

伸びる「田切り」地形が顕著である。

上木戸遺跡は、この田切り地形による台地の南西端部に位置する。この南西に向けて伸びる「田切り」は

今回調査を行った岩村田駅の付近でみかけ上消滅し、本遺跡から約500m西側の佐久平駅周辺からは、田切り

の谷より押し出された堆積土によって形成された低湿地が広がる。昭和40年代後半までこの低湿地には塚原

泥流により形成された残丘が島状に存在したが、現在では大現模な圃場整備による水田風景が広がりかつて

の面影をとどめていない。だが、一見まさに平坦に見えるこの水田地帯の下は激しい凹凸が存在し、低地に

は1～2m強の泥灰質土層や洪水砂層が堆積している。近年この低湿地に所在する濁り遺跡（第2図22）・松

の木遺跡I（第2図28）・中長塚遺跡（第2図31）など、本遺跡に近い周辺遺跡からは古代の水田址に関連す

る遺構が見つかっており、この付近は古代から連綿とした米生産地帯といえよう。

また、上木戸遺跡が所在する岩村田遺跡群の西側には、枇杷坂遺跡群が北側に広がり、JR小海線を挟ん

で円正坊遺跡が南側に展開している。遺跡周辺には、南隣に内西浦遺跡Ⅲ（第2図37）・内西浦遺跡I・Ⅲ

（第2図19・20）、柳堂遺跡（第2図21）がそれぞれ存在している。

第2節　遺跡の歴史的環境

先土器時代及び縄文時代の遺跡は、佐久平の平坦部では現在のところ確認されていない。しかし、本遺跡

から北約600mの地点には西近津遺跡群があり、多くの縄文中期の土器が表探される。従って本遺跡群内に

おいては細文時代の遺跡が存在していることが考えられる。

次に弥生時代の遺跡として！ま中期に入り、低湿地を取り囲むように大規模な集落が形成され始める。湯川

の段丘上にある北西ノ久保遺跡は当期の佐久平を代表する遺跡である。竪穴住居址92軒が確認された他、後

期後半と考えられる木棺墓・方形周溝墓などが検出されている。また、後期の集落としては、本遺跡から西

約500mの至近距離にある周防畑B遺跡（第2図8）があげられる。当遺跡は濁り川流域の低湿地に続く微高

地上にあり住居址・円形周溝墓地が調査されている。

古墳時代になると、前期や中期の松ノ木遺跡・清水田遺跡のように大規模な集落は姿を消し、5～6軒程

度の集落しか検出されなくなる。このことは平成12年度に調査が行われた採掘遺跡からも同様なことが窺わ

れ、佐久平一円に現れる現象である。今回調査が行われた上木戸遺跡の西方は流れ山（塚原泥流層）が分布

するが、この一帯からは古墳時代前期の小規模集落がみられ、常田居屋敷遺跡なども同概期である。

奈良・平安時代では、長土呂遺跡群聖原遺跡があり、大規模な佐久流通団地建設に伴い調査面積97，000扉

が調査された。その結果、古墳時代後期から平安時代末までの竪穴住居址970軒以上他が検出された。遺物も
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円面硯・石印・瓦塔・八陵鏡・帯金具などが多く出土している。また、その西方には、周坊畑遺跡群があり、

大和川原寺の「川原寺式」とよばれる瓦の特徴を持った軒丸瓦が出土している。この瓦は7世紀末と考えら

れるもので、古代佐久の中心的な場所とも考えられ、佐久の律令期における郡衛・郡寺などの発見に期待が

かかる地域である。

中世以後としては、北西ノ久保遺跡の南側に隣接した地に鎌倉中期から後期の五輪塔などから成る石塔婆

がある。城館跡としては、本遺跡の東側約400mの地点に中世に活躍した大井氏の本拠地として推定される大

ー4－



井城（石並城・王城・黒岩城）がある。この城跡は岩村田市街の東側を流れる湯川の段丘上にあり、このう

ちの黒岩城は昭和58年に一部調査が行われ、15～16世紀と推定される掘立柱建物址・竪穴状遺構が検出され

た。出土遺物は、石臼・国産陶磁器・船載青白磁器などが出土した。しかし、これらの遺構は城の主要部の

建物ではなく、周辺の城に付随した工房址的な遺構であったことが指摘されている○

近世にはいると、江戸幕府により整備された「中仙道」が岩村田市街を通過し、宿場町が形成された。当

時の建物はほとんど残されていないが現在でも地割にその面影を残している部分もある○

第1表　周辺遺跡一覧表

No．＿ 遺　 跡　 名 所　 在　 坤 縄 弥 古 奈 平 中 調査年度 備　　　　　　 考

1 上聖原遺跡 長土呂字上聖端 ○ ○ ○ ○ 昭和63年度 竪穴住居址、掘立柱建物址、竪穴状遺構、土坑、溝状遺構

2 下聖端遺跡Ⅲ 長土呂下聖端 ○ 平成4 年度

3 下聖端遺跡Ⅱ 長土呂下聖端 ○ ○ ○ ○ 昭和63、平成元年度

4 聖原遺跡Ⅹ 長土呂字上聖端 ○ ○ ○ ○ 昭和63年度 住居址、掘立柱建物址、土坑、溝

5 曽根新城遺跡 I 岩村田字下穴虫 ○ ○ 平成元年～6年度 住居址他

6 中久保田遺跡 岩村田字中久保田、下久保田 ○ ○ ○ ○

7 周防畑遺跡B 長土呂字大豆田下中田他 ○ ○ 昭和54年度 竪穴住居他

8 周防畑遺跡B 長土呂字大豆田下中田他 ○ ○ ○ ○ ○ 昭和55年度 円形周溝墓他

9 中仲田遺跡Ⅱ 長土呂字仲田 ○ 平成12年度 溝址3

10 辻の前遺跡Ⅱ 長土呂辻の前 ○ ○ 平成12年度 竪穴住居址 3、土坑 1、溝状遺構 1

11 上前田遺跡 長土呂 ○ 平成8 年度 中世井戸、土坑、ピット

12 下伯母塚遺跡 長土呂 ○ 平成8 年度 中世井戸、土坑

13 直路遺跡 I 岩村田字直路水引 ○ ○ 平成10年度 竪穴住居址、井戸址、溝、土坑、ピット群

14 直路遺跡Ⅱ 岩村田字直路水引 ○ ○ 平成10年度 竪穴住居址、井戸址、溝、土臥ピット群、竪穴遺構

15 批把坂遺跡 岩村田字批把坂 ○ ○ 昭和55年度

16 円正坊遺跡 I 岩村田字円正坊田中他 ○ ○ ○ ○ ○ 昭和59年度一部調査

17 中宿遺跡 岩村田字中宿 ○ ○ 平成9 年度 住居址、竪穴建物址、土坑、墓坑、特殊遺構

18 大井城遺跡 岩村田字古城他 ○ ○ 昭和55 ・59年度

19 内西浦遺跡 I 岩村田宇内西浦 ○ ○ ○ 平成元年ヤ2年度 竪穴住居址1、竪穴状遺構7土坑15、井戸址6、掘立柱建物址

20 内西浦遺跡Ⅱ 岩村田宇内西浦 ○

21 柳堂遺跡 苛村田字柳堂 ○ ○ ○ 平成10年度 住居址、建物址、溝状遺構、円形周溝、柱穴、土坑

22 濁り遺跡 佐久市大字塚原字濁り ○ 平成4 年度 水田址

23 清水田遺跡Ⅱ 岩村田字清水田 ○ 住居址他

24 清水田遺跡 I 岩村用字清水田 ○ ○ 昭和53年度

25 円正坊遺跡Ⅱ 岩村田字円正坊田中他 ○ ○ ○ ○ 平成 8年度

26 松ノ木遺跡Ⅱ 岩村田字松ノ木 ○ ○ ○ ○ ○

27 松ノ木遺跡Ⅲ 岩村田字松ノ木 ○ ○ 平成 8年～ 竪穴住居址

28 桧ノ木遺跡 I 岩村田字松ノ木 ○ ○ 平成10年度 古墳、溝、土坑

29 西一里塚遺跡 岩村田字西一里塚． ○ 昭和4緯度西一里塚・餅田

30 餅田遺跡 岩村田字堰向 昭和48年度 溝3 、水路 1、（近代）

31 中長塚遺跡 岩村田字中長塚 ○ 平成 8年度 堰址、水田址、木製鋤

32 宮ノ西遺跡 岩村田字宮ノ西 ○ ○ ○ ○ 昭和58年度宮ノ西

33 観音堂遺跡 岩村田字観音堂 ○ 平成 9年度 ピット他

34 上ノ城遺跡 岩村田字上ノ城上丹過他 ○ ○ ○ ○ ○ 昭和48年度上ノ城他

35 聖石遺跡 長土呂字聖石 ○ 平成13年度 住居址3 、土坑4 、溝 1

36 聖原遺跡I、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅷ 長土呂字上聖端、新城他 ○ ○ ○ 平成元～7 年

37 内西浦遺跡Ⅲ 岩村田宇内西浦 ○ 平成12年度 住居址 9軒他
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第Ⅲ章　基本層序と概要

第1節　基本層序

今回発掘調査を行った上木戸遺跡は、岩村田遺跡群の西端部付近に所在し、岩村田駅から東約300mの地点

に所在する。標高は710m内外を測り、現状地形は北から南へ緩やかに傾斜している。
1

基本とした層序観察地点は、調査区の北側（A地点）・西側（B地点）・南側（C地点）でそれぞれ観察を

行った（第5図・上木戸遺跡全体図）。その結果、調査対象地における旧状地形は、下に示した第3図のよう

に北側で表土から50cm、南側で約130cmの深さで確認された。よって調査区の地形は北から南側に約1mの比

高差をもって傾斜していることが認められた。

I層はいずれも撹拝土層であり、a～Cの3層に分けられる。Iaは最近の埋土で、砕石が多量に混在す

る。Ib・Icは整地による撹拝土層で、調査区全体の基本層序A・B・Cの各地点（第3図）からも看取さ

れたように北側から南側方向に向かって緩く傾斜する旧状地形の上部面に埋土された整地層である。この整

地による埋土層は本地点のみに限られたものではなく、南側調査区外へ更に継続して埋土されていることが

窺われた。Ⅱ層は土器片が多量に採集される包含層である。a・bの2層に分割され、いずれも弥生時代後

期の遣物が確認されている。Ⅲ層は黒色土の泥炭質層である。Ⅳ層は黒褐色土層でパミス・ローム粒子が混

入する層で、今回調査を行った各遺構の確認面は、このⅢ層、及び、Ⅳ層から検出された。

A地点

Ia層　砕石多量混入（整地による撹拝土）

Ib層　褐色土（10YR4／6）黄色ローム（撹拝土）

Ic層　黒褐色土（10YR3／2）黒褐色土（撹拝土）

Ⅱa層　暗褐色土（10YR3／3）パミス（押．5mm大）少量混入（包含層）

IIb層　黒褐色土（10YR2／3）　パミス（40．5mm大）微量混入

Ⅲ層　黒色土（10YRl．7／1）パミス（≠1cm大）微量混入

Ⅳ層　黒褐色土（10YR2／2）　パミス・ローム粒子多量混入

第3図　基本層序模式図
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第2節　検出遺構・遺物の概要

平成11年11月、調査対象地（3，887．14Iが）内に14本のトレンチを設定し、試掘調査を行った。その結果、対

象地の西側で竪穴住居址が検出された。また、東側は砂層主体の旧流路と考えられる自然地形が確認され、

流路と交差する状態で中世と考えられる溝状遺構が確認された。今回の発掘調査にあたり、両者による協議

がもたれ、その結果駐車場となる東側は破壊の恐れがないため保護することとなり、建物が遺構に影響を及

ぼすと考えられる対象地の西側約1，240扉を発掘調査する運びとなった。

〈検　　出　　遺　　構〉

竪穴住居址　1棟（弥生時代後期）

円形周溝墓　1棟（弥生時代後期）

掘立柱建物址1棟（平安時代後期以前）

土　　　坑　　2基（縄文時代）

4基（弥生時代）

2基（平安時代後期以前）

ピ　ッ　ト　19基（弥生時代後期以後）

〈出　　土　　遺　　物〉

縄文土器　深鉢

弥生土器　壷・嚢・台付嚢・

鉢・高杯

土師器　嚢・鉢（整作途中）

須恵器　杯・嚢

鉄製品　紡錘車（芯棒）

刀子　他

石製品　磨製石鉄

石鉄・砥石

土製品　土製円板

玉　類　ガラス4、玉

第4図　上木戸遺跡発掘区設定図（1：750）
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第Ⅳ章　遺構と遺物

第1節　竪穴住居址

（1）H1号住居址（第6～8図、第2表、図版三・四・九）

本住居址は、調査区の西側より検出され、き－2グリッドに位置する。遺構確認面は、第6図の基本層序

第Ⅲ層（黒色土）上部面で確認された。

本址は、F1号掘立柱建物址、及び、D7・8号土坑と重複関係にあり、両遺構を破壊している○

平面形態及び規模については、南北に長軸をもつ隅丸方形を呈する。規模は、南壁長300cm、北壁長270cm

で、東壁長300cm、西壁長260cmを測る。なお、四隅が隅丸を呈するが、北西コーナーは他のコーナーに比べ

て緩やかに大きく湾曲している。確認面からの壁高は、北壁が約15cmで、東・西・南の各壁高は28cmと浅い

残存高を示し、削平を受けている様子が窺われた。壁溝が検出され、壁直下をほぼ一周している。しかし、

西壁の中央部付近、及び、南壁の中央部は一旦断絶する。幅約6cm、深さは床面から6cm前後を測り、断面

形状は「U字型」を呈する。

床面は、3～6cmの貼り床が施され堅く平坦であった。床面下の掘り方は全体に6～18cm前後の掘り方で

支脚石

1層　黒褐色土（10YR2／3）パミス少量・ローム粒子微量混入　　　　6層　暗赤褐色土（5YR3／2）焼土・灰少量混入

2層　暗褐色土（10YR3／3）焼土粒子微量混入　　　　　　　　　7層　極暗赤褐色土（5YR2／4）焼土・灰多量混入し、炭化粒子微量混入

3層　黒色土（10YR2／1）焼土粒子・パミス少量混入　　　　　　8層　暗赤褐色土（5YR3／6）焼土

4層　黒色土（10YR2／1）パミス・ローム粒子少量混入　　　　　9層　黒褐色土（10YR3／2）粘土・焼土粒子、パミス少量混入

5層　黒褐色土（10YR2／2）パミス・ローム粒子多量混入　　　　　10層　黒褐色土（10YR2／3）粘土・焼土粒子微量混入

第6図　H1号住居址カマド実測図
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パミス・ローム粒子を含む黒褐色土層が埋められていた。また、南壁側の掘り方は、15～30cm前後と帯状に

深く掘り込まれていた。なお、P2の直下には、深さ約30cm・径約180cmの円形に近い掘り込みが認められ、

床下土坑の可能性も考えられる？

ピットは11個検出され、Pl～P3は主柱穴と思われる。12～23cmの深さを有し全体に南に寄っている。

カマドの両脇にはP4・P5が配され、深さは15～18cmを有する。また北壁港内にP6～P9、西壁港内に

PlO・Pllがそれぞれ配されており、深さはいずれも10cm前後であった。

カマドは東壁中央に設置されていた。本住居址の全体が削平を受けており、これに伴い煙道部及び両袖部

の上部面は確認できなかった。しかし、残存する両袖部の中心には、いずれもほぼ方形に面取りされた安山

岩が3個配されて袖部の芯材として使用されていた。なお、焚口部と思われる箇所に据えられた面取りの石

は、他に比べ若干大きめの石が配置されていた。火床部には2個の支脚石が配されており、一つは五角に面

取りされた軽石で、もう一つは安山岩を面取りしたものである。この安山岩の支脚石先端部は割れていた。

出土遺物は、須恵器杯、土師器嚢、鉢、杯、砥石、が図示できた。（第8図）また、9の高杯は混入遺物で

ある。遺物はこのほかにも須恵器の嚢片などがある。これらの遺物の大半はカマド内、及び、その周辺から

の出土であり、8－10の砥石のみが北壁の中央やや西側壁直下から出土した。8－1～4は須恵器の杯で底部

回転糸切り後に緑を回転箆削りされる。5は土師器嚢で「コの字状」の口緑部を有する。最大径は胴部上半

部にある。6はロクロ成形される土師器の鉢で、内面は黒色処理が施されている。7は土師器嚢の底部、8

は土師器杯である。本址は9世紀中葉から後期に位置づけられよう。

ニー瀾

男彪
E E′

1層　黒褐色土（10YR2／3）

パミス少量・ローム粒子微量混入

2層　黒褐色土（10YR2／2）

ローム粒子少量混入

3層　黒色土（10YR2／1）

パミス・ローム粒子少量混入

4層　黒褐色土（10YR2／2）

パミス・ローム粒子多量混入

5層　黒褐色土（10YR2／3）

パミス・ローム粒子混入

6層　黒褐色土（10YR3／1）

パミス微量混入

7層　黒褐色土（10YR2／3）

パミス・ローム粒子混入

8層　黒褐色土（10YR3／1）

パミス少量・ローム粒子

ロームブロック混入

9層　黒褐色土（10YR2／3）

奴感10層
F F′

動感
標高715．3m

l：60 2m

第7図　H1号住居址実測図
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10YR3／1（黒褐色土）が少量混入

黒褐色土（10YR2／2）

パミス少量混入

11層　暗褐色土（10YR3／3）

パミス・ローム粒子多量混入
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第8図　H1号住居址出土遺物実測図

第2表　H1号住居址出土土器観察表
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挿 図

番 号
機 種

法　　 量 （cm） 成　　　 形 ・ 調　　　 整 ・ 文　　 様

口 径 器 高 底 径 外　　　　　　　　　 面 内　　　　　　 面

8 － 1
須 恵器

杯
13．8 3．5 7．0

8 － 2
須 恵器

ゴ不
（13．7） 3．7 5．5

8 － 3
須 恵器

杯
（13．4） 3．6 6．4

8 － 4
須 恵器

ゴ不
（14．6） 3．4 （6．9）

8 － 5
土 師器

20．4 く19．8 〉 －

ロ緑部 － ナデ 口綾部 －ナ デ

嚢 胴　 部 一箆 削 胴　 部 一箆 ナデ

8 － 6
土 師器

鉢
（15．6） く11．8 〉 －

ロクロ成形 黒色処理

8 － 7
土 師器

嚢 － く2．5 〉 7．0 箆 ミガキ 箆 ミガキ

8 － 8
土 師器

杯 － く1．5 〉 （6．6） ナ デ ナデ

8 － 9 高　 杯 く3．5 〉 －
赤色 塗彩 赤色塗彩
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第2節　掘立柱建物址

（1）掘立柱建物址（第9図、図版四）

本址は、き－1・2グリッド内より検出された。検出面は全体層序Ⅲの上面である。H1号住居址とD7・

D8号土坑とは重複関係にあり、本址がD7・D8号土坑を破壊している（第9図）。

規模・形態は、東西・南北ともほぼ360cmを測る方形の建物であるため桁行方向は、北あるいは東と考えら

れる。柱穴は桁行・梁間とも同数の3個を数える。柱間寸法は100cm前後であるが、北側の柱間寸法は80cm前

後で若干狭い配列がなされている。柱穴の形態は、直径50～60cmの円形を呈するものと100cm前後の楕円形と

考えられるタイプがある。この楕円形のピット（Pl・P4）は、円形のピットに比べ大形を呈しており調

査区外へと更に延びている。柱穴の深さは確認面から15～30cmを測り、楕円形のピットは、円形のピットよ

りも浅い掘り込み方を示している。柱穴の埋土は、いずれのピットもパミス・ローム粒子が混入する黒褐色

土及び褐色土で、自然的な堆積状況を示している。

出土遺物がなく明確な時期決定はなされない。しかし、本址は9世紀中葉から後期と思われるH1号住居

址に破壊され、弥生時代後期と考えられるD7号・8号土坑を破壊している。よって、弥生時代後期よりも

新しく、9世紀中葉（平安時代）より古い建物址としかいえない。

餌
隙
　
間
－
。
旧
u
 
R
u

黒褐色土（10YR3／2）

パミス・ローム粒子少量混入

2層　暗褐色土（10YR3／3）

パミス・ローム粒子多量混入

3層　黒褐色土（10YR2／2）

パミス・ローム粒子少量混入

4層　暗褐色土（10YR3／3）

パミス・ローム粒子多量混入

5層　黒褐色土（10YR2／3）

パミス・ローム粒子混入

B′

3m

第9図　掘立柱建物址実測図
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第3節　円形周溝墓

（1）円形周溝墓（第10～11図、第3表、図版五・九）

本址は、き・く－3・4グリッド内より検出された。検出面は基本層序Ⅲの上面である。また、I層（a・

b・C）の埋土状況及び、遺構確認状況から本址は著しい削平を受けている様子が窺われた。検出された地

形は、調査区北側の平坦な地形が中央付近で南へ傾斜する斜面から確認された。

ピット第6・7・16・17と重複関係にあり、新旧関係は本址の方が旧い。規模は東西550cm、南北510cmを

測り、わずかに方形を呈している。西側を大きく掘り残してブリッジとしている。溝幅は20cm～60cmを測り、東

側の溝幅は全体的に細い。確認面からの深さは、9～20cmを計測する。

区画内中央部に位置する墓境が本址の埋葬施設であると考えられる。東西200cm、南北240cmの楕円形を呈

し深さは確認面より30cmを測る。底部面は平坦で、壁画の立ち上りは底部より緩やかな角度で立ち上る。

遺物は嚢（1～7）・ガラス小玉（8）を図示した。このうちガラス小玉と1・2・4・5・7は墓境内か

ら出土し、3・6は周溝の西側先端部から出土した。1の嚢はロ緑部から胴部上半が残存している。施文は、

口緑部と胴上半に櫛描斜走文を施し、その後、頚部に櫛描簾状文（2連止め）を施している。2も嚢の底部

で胴部の下半部及び、内面はミガキが施される。他の土器はいずれも小片で全体の器形が復元できるものは

ない。

これら1～7の土器はいずれも弥生時代後期の様相を示すものである。

1

－＿∴∴

6

0　　　　　1こ4　　　　10cm

第10図　OT1号円形周溝墓出土遺物実測図

爪
＝
日
日
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第3表　OT1号円形周溝墓出土土器観察表

こ享一二〕

●

挿 図

番 号
器 種

法　　　 量 （cm ） 成　　　 形 ・ 調　　　 整 ・ 文　　　 様

口 径 器 高 底 径 外　　　　　　　　　 面 内　　　　　　 面

10－ 1 嚢 （19．0） く11．5 〉 － 梯 描斜走 文 ＋頚部 ：櫛措 簾状文 2 連止 ロ緑 部 ：箆 ミガ キ

10－ 2 嚢 － く3．6 〉 （7．0） 箆 ミガキ 箆 ミガキ

10－ 8
ガ ラス

小 玉 － － － 楕 円形 （4 ．3m皿×3 ．5mm）

－13－



④

、、、、、・・・・…・・一一一・一＿へ．．＿一，‥－…‥＿＿．．∴‾．．．－▼．‾’’1‾‥∴．∴＼・一・一‘‾一一°

1層　黒褐色土（10YR2／2）パミス少量混入

2層　黒色土（10YR2／1）パミス・ローム粒子少量混入

3層　暗褐色土（10YR3／4）パミス少量・ローム粒子・ロームブロックが多量混入

4層　黒褐色土（10YR3／1）パミス・ローム粒子少量混入

第11図　円形周溝基実測図
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第4節　土　　坑

（1）D1号土坑（第12～13図、第4表、図版六・十）

本址は、き－7・8グリッド内より検出された。検出面は浅間第一軽石流のローム層（Pl）からである。

遺構が検出された地形は、調査区北側の平坦な地形が中央付近で南へ傾斜する斜面から確認された。当遺構

は、I層（基本層序）の埋土状況、及び、遺構確認時の状況から著しい削平を受けている様子が窺われた。

形態・規模は、東西方向に延びる長径450cm、短径80～110cmの細長い溝状の遺構である。確認面からP深

さは、わずか10～15cm程である。断面形状は平坦で、底部は若干堅めにしまっていた。底部面からの壁体の

立ち上りは緩やかに立ち上る。尚、本遺構の平面形態は、中央部より西側の短径幅が約110cm、東側は80cm前

後と、東側に比べ、西側が若干張り出しぎみで幅広い形態である。

覆土は1層が観察され、黒色土中にパミスが多く混入し、ローム粒子が少量含まれる層であった。

遺物は、嚢（1～3・6～8）・高杯（4・5）・磨製石鉄（9）を図示した。このうち9の磨製石鉄は遺

構の西側から出土した。大きさは3．5×1．3cm、厚さ0．5cmである。石質は千枚岩で、使用痕及び孔がないこと

などから製作途中のものと考えられる。土器の1は嚢の口緑部で、施文は口緑部に10本1単位の櫛措波状文

を施した後、頚部に櫛措横線文を施す。2は口緑部から胴部上半が残存している。施文は口緑部から胴部に

かけて櫛措斜走文が横位羽状に施され、頚部に櫛措簾状文（2連止め）を施している。3も同様の施文がな

されるが、胴下半部は丁寧なミガキが施される。4・5は高杯で、4は赤彩がなされる高杯の杯部で、口緑

部・下半部が欠損している。5は高杯の脚部片で杯の内面は赤色塗彩＋黒色処理が施されていることが窺わ

㊨

標高715．300m
l：40　　　　1m

1層　黒色土（10YRl．7／1）パミス多量・ローム粒子少量混入

第12図　D1号土坑実測図

－15－



れる。こうした杯は五里田遺跡（佐久市根々井）からも出土しているが稀少である。6・7・8は賓の口綾

部片でいずれも櫛措波状文が施される。本址の所産期は、出土遺物から弥生時代後期と考えられる。

尚、本遺構は土坑として扱ったが、削平された傾斜地からの検出状況などを踏まえると、隅が切れる方形

の周溝墓の一辺である可能性も考えられる。

0　　　　　1ニ4　　　　10cm

第13図　D1号土坑出土遺物実測図

第4表　D1号土坑出土土器観察表

挿 図

番 号
券 種

法　　　 量 （cm） 成　　　 形 ・ 調　　　 整 ・ 文　　　 様

口 径 器 高 底 径 外　　　　　　　　　 面 内　　　　　　 面

1 3－ 1 賓 （2 1．2） く7．1 〉 －

口縁 ：櫛措 波状 文

頚部 ：櫛措 横線 文
箆 ミガキ

13 － 2 嚢 （2 1．0） く15．3 〉 －

ロ縁 ～胴部 ：櫛 描斜走 文横位 羽状

頚　　　 部 ：櫛 描簾状 文 2 連 止
箆 ミガキ

13 － 3 賓 （16．8 ） く15．3 〉 － ロ緑 ～胴部 ：櫛 措斜走 文横位 羽状 黒 色処 理

13 － 4 高　 杯 － く6．9 〉 － 赤色 塗彩 赤 色塗彩

13 － 5 高　 杯
－ く4．3 〉 － 箆 ミガキ 杯 部 ：赤色塗 彩 ＋黒色処 理
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（2）D2号土坑（第14図、図版七）

本址は、グリッドお－6内より検出された。

検出面は浅間第一軽石流のローム層（Pl）か

らである。遺構が検出された地形は、調査区北

側の平坦な地形が中央付近で南へ傾斜し始める

斜面の直前から確認された。

本遺構は縄文時代の「陥し穴」と考えられ、

逆茂木の穴が1個検出された。また、本遺構か

ら東側約6mの位置にも陥し穴（D4号）が並

列して存在している。

形態・規模は、楕円形で南北に長軸をもち、

西側の一辺はほぼ直線的で、東側はほぼ半円形

に近い形状であり、平面形態は楕円を呈す。規

模は長さ160cm、幅110cmで深さは確認面より70

cmを測る。底部面は長さ120cm、幅60cmで、底

面のほぼ中央に逆茂木の穴が1個確認される。

穴の形状は20cmの円形で深さ12～20cmであった。

確認面からの掘り込みは、南・北・西の各壁面

はほぼ垂直に近い角度で掘り込まれているが、

東壁のみは緩やかな角度である。

覆土は4層に分割され、黒色土、若しくは黒

褐色土が堆積し、いずれの層中にもパミス、及

びローム粒子が混入している。

≡
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…
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1層　黒色土（10YRl．7／1）パミス多量混入

2層　黒褐色土（10YR2／2）　パミス・ローム粒子多量混入

3層　黒褐色土（10YR2／3）　パミス・ローム粒子・ロームブロック多量混入

4層　黒褐色土（10YR3／2）　ローム粒子多量混入

第14図　D2号土坑実測図

（3）D3号土坑（第15～16図、図版七・十）

本址は、グリッドお－8内より検出された。

検出面はローム層（Pl）からで、南へ傾斜す

る斜面から確認された。

形態・規模は、南北に長軸をもつ円形に近い

楕円形である。規模は長さ160cm、幅100cmで深

さは確認面より6～10cmを測る。遺構の上部面

は削平されていると思われる。

出土遺物は、遺構の北側壁面より黒耀石の石

鉄が出土した。（第15図）他にも図示できない

弥生時代の嚢の小片が4点出土している。

覆土はパミスが微量混入する黒色土層である。

本址の時期は明確ではないが弥生時代か。

く＞

1：1

第15図
D3号土坑出土

石鉄実測図
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715．100m

O l：40　　　　1m

1層　黒色土（10YRl．7／1）　パミス微量混入

第16図　D3号土坑実測図



（4）D4号土坑（第17図、図版七）

本址はグリッドお－7・8内より検出され

た陥し穴である。検出面はローム層（Pl）

からで、地形的にはD2号（陥し穴）と同様

に南へ傾斜する斜面の直前から確認された。

本址に隣接したすぐ西側にD2号陥し穴が並

列して存在している。

形態・規模は、長方形に近い楕円形で、東

西方向に長軸をもつ。長さ150cm、幅80cmで

深さは確認面より60cmを測る。底部面は隅丸

長方形を里し、長さ約100cm、幅50cmで底面

には3個の逆茂木の穴が確認される。穴の形

状はいずれも円形で、深さは10cm前後である。

確認面からの掘り込みは、東西壁・南北壁と

もに「逆八の字」状を呈して掘り込まれてい

る。本遺構は、縄文時代の「陥し穴」と思わ

れる。覆土は自然堆積状況を示し、5層に分

割される（第17図）。いずれの層中にもパミ

スが混入するが、第3層中にはローム粒子、

ロームブロックが多く混入する。

標高715．600m

O l：40　　　　　1m

1層　黒色土（10YRl．7／1）　パミス多量混入

2層　黒褐色土（10YR2／2）　パミス・ローム粒子微量混入

3層　黒褐色土（10YR2／3）　ローム粒子・ロームブロック多量混入

4層　暗褐色土（10YR3／3）　ローム粒子・パミス微量混入

5層　暗赤褐色土（5YR3／3）　ローム粒子多量混入

第17図　D4号土坑実測図

（5）D5号土坑（第18～19図、第5表、図版七・十～十一）

本土坑は調査区の南側より検出され、け－7グリッドに位置する。遺構確認面は、第6図の基本層序第Ⅲ

層（黒色土）上部面で確認された。

平面形態・規模については、南北に長軸をもち、西壁が他の壁に比べやや直線的な不整方形を呈する。規
＼

模は東壁長280cm、西壁長380cmで、南壁長300cm、北壁長320cmを測る。なお、四隅が隅丸を呈するが、南東

コーナーは他のコーナーに比べて、張り出し気味に緩やかに湾曲している。確認面からの壁高は、西壁が15

cmで、南・北・東の各壁高は約30cm前後を測り、西壁側は浅い壁高である。

底面は、ほぼ平坦であるが、全体的に西から東へ緩く傾斜をしている。また、南東・南西・西北の各コー

ナー底面は、深く掘り窪められており、特に南東コーナーは確認面より約50cm前後と深い掘り込みが認めら

れる。因に、東北コーナーのみは平坦な面を呈し、当部付近に集中して遺物が検出された（第18図）。

覆土は3層に分割される。しかし、第18図に示したように褐色土、にぷい黄褐色土、黒色土の各層は、人

為的な埋土であることが窺われる。

遺物は壷（1・2）・嚢（3～9）・鉢（10）・高杯（11）を図示した。1は口緑部から胴部上半が残存して

いる。施文は頚部に櫛措横線文の後櫛措垂下文が施される。また、口唇部には細かな櫛措横羽状文がみられ、口

辺部・胴部はヘラミガキが施されている。2は頚部の残存でヘラミガキが施される。3の施文は波状文＋櫛

措横線文で胴部下半はヘラミガキが施される。4は波状文＋ヘラミガキである。5は小型台付嚢で、施文は

口綾部に波状文・頚部は櫛措簾状文2連止めが、胴部には箆状工具による横羽状文が施文される。6は口緑
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部に櫛措横羽状文、頚部に櫛措横線文が施される。7は頚部に櫛措簾状文2連止めが施された後、円形貼付

文があり、胴部には櫛措斜走文が施される。10の台付き鉢は頚部を除く外面・内面口緑部に赤色塗彩される。

11は高杯で赤色塗彩される。本址の所産期は土器様相から弥生時代後期と思われる。

1層　黒褐色土（10YR2／3）　　パミス微量混入（包含層）

2層　暗褐色土（10YR3／3）　　パミス少量・ローム粒子少量混入

3層　にぷい黄褐色土（10YR4／3）パミス少量・ローム粒子多量混入

4層　黒色土（10YR2／2）　　ロームブロック多量混入

第18図　D5号土坑実測図
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第19図　D5号土坑出土遺物実測図
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第5表　D5号土坑出土土器観察表

挿 図

番 号
器 種

法　　　 量 （cm） 成　　 形 ・ 調　　 整 ・ 文　　 痍

口 径 器 高 底 径 外　　　　　　　　 面 内　　　　　　 面

19－ 1 士 26．2 〈33 〉 －
口唇部 ：櫛措斜走文横位羽状　 口縁～胴部 口緑部 ：箆 ミガ キ

宝E 頚　 部 ：櫛措横線文 ＋垂下文　 箆 ミガキ 胴　 部 ：刷毛目

19－2 ・＝土ゴ・∃互 － 〈11．6 〉 － 頚　 部 ：刷毛 目の後箆 ミガキ 箆 ミガキ

19－3 嚢 17．0 18．0 6
口縁部～胴部 ：波状文＋胴下半部 ：箆 ミガキ

頚　 部 ：櫛措横線文
箆 ミガキ

19－4 賓 17．0 ・19．8 5
口縁部～胴部 ：櫛措波状文＋胴下半部 ：箆ミ

ガキ
箆 ミガキ

19 －5
小　 形

台付嚢
11．2 〈10．7 〉

口緑部 ：櫛措波状文

頚　 部 ：櫛措廉状文

胴　 部 ：箆状工具によ名斜奉文

口縁部 ：刷毛目

胴　 部 ：箆 ミガキ

19 －6 嚢 （20．0） 〈8．7 〉 －
・口緑部 ：櫛措斜走文横位羽状

頚　 部 ：櫛措横線文
箆 ミガキ

19－ 7 嚢 － く6．0 〉 －
頚　 部 ：櫛措簾状文 ＋円形貼付文

胴　 部 ：櫛措斜走文
箆ナデ

19－ 8 嚢 － 〈5．4 〉 6 箆 ミガキ 箆 ミガキ

19－ 9 嚢 － 〈2．5 〉 6 箆 ミガキ＋箆ナデ 刷毛 目

19－10 鉢 13．0 く12．3〉 －
口緑部～胴部 ：赤色塗彩 口緑部 ：赤色塗彩

頭　 部 ：櫛措簾状文 胴　 部 ：箆 ミガキ

19－11 高　 杯 － 〈4．8〉 － 赤色塗彩

（6）D6号土坑（第20図、図版八）

本址は、調査区の北側より検出され、グリッド

えー3に位置する。遺構の検出面は、浅間第一軽

石流によるローム層（Pl）から確認された。

平面形態は、不整楕円形で南・東側の壁は直線

的であるが、西・北壁は半円形に張り出し気味で

ある。規模は260cmX260cmで、深さは確認面より

約20cm～30cmを測る。底部面の規模は、東西に長

軸をもち、長方形に近い楕円形を呈している。

90cmX70cmで、堅くしまった平坦面である。底面

から立ち上る壁面は、南壁面に比べ北壁面は、張

り出し気味に緩やかな角度をもって確認面に立ち

上る。覆土は1層で黒色土層である。

本址の所産期は、出土遺物がなく明確ではない

が、弥生時代後期と考えられるD1号土坑と同じ

覆土であることなどを踏えると同時期か。

ー21－
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標高714．900m
O l：40　　　　1m

1層　黒色土（10YR2／1）パミス微量・ローム粒子少量混入

第20図　D6号土坑実測図



（7）D7号土坑（第21図、図版八）

本址は、調査区の西端部より検出され、グリ

ッドか－2に位置する。検出面は基本層序Ⅲの上

面である。H1号住居址、及び、F1号掘立柱建

物址と重複関係にあり、両遺構の破壊を受けてい

る。

平面形態は、東西に長軸をもつ楕円形を里し長

さ160cm、幅80cmを測る。底部面の規模は長さ110

cm、幅50cmで、底面は若干中央部が盛り上って、

堅くしまっていた。底面から立ち上がる壁体は、

緩やかな角度で確認面に達する。

覆土は2層で黒色土層である。

本址の所産期は、出土遺物がなく明確ではない

が、弥生時代と考えられるDl・D6と同じ覆土で

あること、また、F1号掘立柱建物址（弥生時代

後期以後～9世紀中葉以前）に破壊されているこ

とから弥生時代後期以前の可能性もありうる。

（8）D8号土坑（第22図、図版八）

本址は調査区の西端部より検出され、グリッド

き－1に位置する。基本層序Ⅱaの上部面から検

出され、H1号住居址・F1号掘立柱建物址の破

壊を受けている。平面形態は円形で東西方向に長

軸をもつ。規模は100cmX70cmで、深さは20cm前

後である。本址の所産期は、明確な時期決定はな

されない。しかし、H1号住居址よりも古いF1

号掘立柱建物址（9C～弥生時代後期）に破壊さ

れていることから弥生時代後期以前であろうか。

（担

標高715．300m
l：40　　　　1m

1層　黒色土（10YR2／3）パミス少量混入

2層　暗褐色土（10YR3／3）パミス・ローム粒子混入

第21図　D7号土坑実測図

A′

1層　黒色土（10YR2／3）

パミス少量混入

2層　暗褐色土（10YR3／3）

パミス・ローム粒子多量混入

A′

標高715．300m
l：40　　　　1m

第22図　D8号土坑実測図

第5節　ピット群（第23～24図）

本遺跡からは、総数で19基のピットが確認された。これらのピットは他遺構と重複関係にあるものも存在

するが、いずれもピットの方が新しい。検出面はピット1のみが浅間第一軽石流のローム層（Pl）からで、

他のピットは総て基本層序Ⅱaの上部面からであった。ピットが検出された地形は、調査区北側の平坦な地

形が中央付近で南へ急傾斜する斜面上からである。検出位置は、グリッドか・き－2～8の範囲に集中して

おり東西の帯状に散布している（第24図）。

規模は20cm前後が3基、30～40cm前後が7基で、50～60cmが7基、70cm前後を測るものが2基認められる。深

さは20～30cm前後が主体的である。

－22－



覆土はP12・P19の2基は2層に分けられるが、その他のピットは総て1層である。いずれの覆土もパミ

ス、ローム粒子を含む黒色土、または黒褐色土を基調とする（第23図　ピット群セクション図）。

714．900m

灸二彪二二二

1層　黒褐色土（10YR3／1）

パミス微量・ローム粒子

少量混入

715．300m

715．300m 715．100m

瘍努P2　ぁ瘍P3
1層　黒褐色土（10YR3／2）　　1層　黒色土（10YRl．7／1）

パミス多量・ローム粒子　　　　　パミス微量混入

少量混入

715．200m 715．200m

瘍遜P5　瘍麦P6　　忽遜P7
1層　黒褐色土（10YR3／2）　　1層　黒褐色土（10YR3／1）　1層　黒色土（10YR3／1）

パミス多量・ローム粒子

少量混入

パミス・ローム粒子　　　　　　　パミス・ローム粒子

少量混入　　　　　　　　　　　　少量混入

715．500m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　715．300m

1層　黒色土（10YR2／1）

パミス多量・ローム粒子

少量混入

714．900m

翫瘍P13
1層　黒色土（10YRl．7／1）

パミス微量混入

715．000m

勿瘍P17
1層　黒色土（10YR2／1）

パミス・ローム粒子

微量混入

あ彪Pll
l層　黒褐色土（10YR3／2）

パミス多量・ローム粒子

少量混入

714．900m

勉二二
1層　黒色土（10YR1．7／1）

パミス微量混入

715．000m

阪感P18
1層　黒褐色土（10YR2／2）

パミス・ローム粒子混入

1：40　　1m

第23図　ピット群セクション図
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715．000m

瘍瘍姦姦遜P4
1層　黒褐色土（10YR3／2）

パミス多量・ローム粒子

少量混入

715．500m

、、・．．．．＿．．＿＿∴

1層　黒色土（10YR2／1）

パミス多量・ローム粒子

少量混入

714．800m

灸二彪二二二二

1層　黒色土（10YRl．7／1）

パミス微量混入

2層　黒褐色土（10YR2／3）

パミス・ローム粒子多量混入

715．000m

瘍姦感P16
1層　黒色土（10YR2／1）

パミス・ローム粒子

微量混入

715．200m

1層　黒褐色土（10YR2／2）

パミス・ローム粒子少量混入

2層　暗褐色土（10YR3／3）

パミス・ローム粒子多量混入
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第6節　グリッド出土遺物

（1）グリッド出土遺物（第25～30図、第6～9表、図版十一～十七）

今回の調査でグリッドから出土した遺物は、他遺構を含めた出土遺物全体の約6割を占める。図上復元が

できた遺物は第25～30図に示した139点がある。これらの大半は第3図に記した基本層序模式図のⅡa・Ⅱb

の包含層内から出土したものである。この包含層の分布は、第5図の全体図中に示したが、調査区北側の平

坦な地形（浅間第一軽石流から形成されるローム層）が中央付近で南へ急傾斜し、地形的に低くなる斜面の

中程から堆積する黒褐色土、及び、暗褐色土の層である。また、この地形・包含層は更に南側調査区外へと

続いて延びていることが窺われた。

出土遺物は、壷21点（25・26－1～21）・嚢25点（26・27－22～46）・杯8点（27－47～54）・高杯20点（28

－55～74）鉢11点（28・29－75～85）・S字状口縁台付嚢（29－86）・土製円板4点（29－87～90）の他、臼

玉2点（30－135～136）・刀子1点（30－137）・鉄製品2点（30－138～139）などが図示できた。

1～6は赤色塗彩がなされる壷で、1の頚部には櫛措簾状文（3連止め）＋櫛措直線文が施されている。

また、2の頚部には円弧文が施文される。22・23の嚢外面昼波状文で頚部には櫛措直線文、24は波状文＋頚

部櫛措簾状文（3連止め）がそれぞれ施されている。また、25～32の嚢は櫛措斜走直線文が横位羽状に施さ

れた後頚部には櫛措簾状文の1～3連止めが観察される。27の頚部施文は櫛措直線文である。34は口緑部ナ

デ＋頚部箆状工具による斜走直線文が施される。他に33・36・38・41の嚢胴部は箆削りがなされ、33の底部

裏面には「木葉痕」が施されている。46は嚢の底部で、底部裏面の中央は二次使用されたと思われる窪みが

認められる。またその周辺部（スクリントーン）は著しく摩滅している。

47～54は土師器の杯で、須恵器杯蓋の模倣を原形とするものである。内、47・49・50・54の内面は黒色処

理が施される。器形は47～53が有段口緑で、54は口緑部が短く直立気味に立ち上がっている。

55～74は高杯で、73・拘以外は赤色塗彩が施されている。しかし、いずれも破片で器形全体を把撞できる

ものはなかった。55～58は杯部、59～69は杯部～脚部が残存する破片で、70～72は脚部片である。この中で

59の脚部には4本の横沈線による模様体が施されるものの、当部は赤色塗彩がなされていない。また、脚部

の器形は「円柱状」を呈し、裾部でラッパ状に開いている。脚部の内面「えぐり面」も極めて浅いことが窺

われ他の高杯脚部とは異質の形態を示すもので佐久平では初例であろう。

75～85は鉢で、75～83は赤色塗彩される。内、76の鉢は「台付」であったと思われるが、当部は欠損して

いる。また、85は小型鉢の製作初期段階のものである。残存状況から推し先ず底部の原形を作り、その上に

輪積みがなされている。本輪積みの積み上げ方は、1段ごとに巻く向きを換えて、右巻き、左巻きの交互に

積み上げられている様子が輪積の接合痕より窺われる（第29図85－A・B）。つまり、最下段の1段目は右方

向に巻かれ、2段目は左方向から巻かれていることが接合部の痕跡状況から看取される。そして、3段目は

当部残存状況から1段目と同じ接合体の痕跡であることが認められ右巻の輪積みであることが観察される。

86はS字状口縁台付嚢で口唇部は欠損している。87～90は土製円板で、87・88は赤色塗彩の円板である。

135・136は臼玉で2つとも破損している。鉄製品は137～139の3点があり、137は刀子で、138は不明鉄製

品である。139は鉄製の紡錘車の芯棒と思われるが、先端が破損している。

これら図化できた139点の遺物は、弥生時代後期と考えられる土器がその大半を占める。しかし、27－47～

53の土師器杯などは古墳時代前期のものもある。また、30－133・134などは縄文時代革期の深鉢片で、133

の文様体は磋糸を軸に巻いて原体をころがした施文が施されており、佐久平では稀少な土器である。

－25－
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第6表　グリッド出土土器観察表

挿 図．

番号
検 出 地 点 器 種

法　　　 量 （cm ） 成　　 形 ・ 調　　 整 ・ 文　　 様
時　 期

口 径 器 高 底 径 外　　　　　　 面 内　　　　 面

2 5－1 く－ 7 、8 、9 士宝E
（云6．2）

〈22．8 〉 －

口緑 部 ～胴 部 ：赤色 塗彩

頚部 ：櫛措簾状文 3 連止＋櫛措横線文
口綾 部 ：赤 色塗 彩

弥 生時代

後期

2 5－2 け・こ －7 、8、9 －こ土ゴ・ヨ互 － 〈9．8 〉 －
頚 部 ：赤色 塗彩 ＋連 弧文 赤色 塗彩 ＋刷 毛 目

弥 生時代

後期

2 5－3 こ 1 17 士宣E （19．7） 〈6．5 〉 －
口緑 部 ：赤色 塗 彩 口綾 部 ：赤 色塗 彩

弥 生時代

後期

2 ．5－4 け ・こ－ 7 士宝E － 〈14 ．7 〉 9 ．5
胴 部 ：赤色 塗彩

胴 下半 部 ：箆 ミガ キ
剥 離不 明

弥 生時代

後期

2 5－5 く－ 7、8 、9 ・＝ヒ宣E － 〈5．9 〉 10 ．0 胴 下半 部 ：赤色 塗彩 刷 毛 目
弥 生 時代

後期

2 5－6 く－ 7＼8 、9 士∃亘 －
く2．5 〉 4 ．8 胴 下半 部 ：赤色 塗彩 刷 毛 目

弥 生 時代

後期

2 5－7 け・こ －7 、8、9 ・＝ヒ互E － 〈6．4 〉 （7 ．4 ） 胴 下半 部 ：箆 ミガ キ 刷 毛 自

2 5－8 き－ 9 ・＝土ゴ・∃互 － 〈5 ．2 〉 （5 ．0 ） 胴 下半 部 ：箆 ミガ キ ナデ 、箆 ミガ キ

2 5車9 く－ 7、8 、9 士互E － 〈4 ．2 〉 （8 ．8 ） 胴 下半 部 ：箆 ミガ キ ナデ 、箆 ミガキ

25 －10 く－ 7、8 、9 ・＝ヒ宝E － 〈4．5 〉 8 ．7 胴 下半 部 ：箆 ミガ キ 刷 毛 目

25 －11 こ－ 7 ・＝土ご∃亘 － 〈3．0 〉 7 ．5 胴 下半 部 ：箆 ミガキ ナデ

25 －12 こ－ 7 壷 ．
－ 〈3．5 〉 （8 ．0 ） 胴 下半 部 ：箆 ミガ キ ナデ

25 －13 く－ 6 ・＝土こご∃互 － 〈3．1 〉 （10 ．0） 底 部 ：箆 ミガキ 剥 離不 明

25 －14 け・こ －7 、8 、9 士互E － 〈4．0 〉 （11．0） 底 部 ：箆 ミガキ、 箆ナ デ ナデ

25 －15 く－ 6 ＝ヒ宝E － 〈3．4 〉 （12 ．0） 底 部 ：刷 毛 目＋箆 ミガキ ．箆 ナデ

26 －16 く－ 7、8 、9 士宣E － 〈3．2 〉 （15 ．8） 底 部 ：箆 ナデ －

26 －17 く－ 7、8 、9 士宝E － 〈3．2 〉 （7 ．0 ） 底 部 ：箆 ミガ キ、 箆ナ デ ナ デ

26 －18 け ・こ－ 7 、8 、9 士宝E － く3．7 〉 10 ．4 底 部 ：刷 毛 目＋箆削 刷 毛 目

26－19 く－ 7、8 、9 ・＝土こご雲亘 － 〈3．1 〉 9 ．0 底 部 ：箆 ミガキ ＋箆削 ナ デ

26－20 こ－ 7 士互E － 〈2．2 〉 （6 ．0 ） 底 部 ：箆 ナデ 箆 ナデ

26－2 1 け ・こ－ 7 、8 、9 士宣E － 〈3．0 〉 （9 ．0 ） 底 部 ：箆 ナデ ナ デ

26－22 く－ 7、8 、9 嚢 （15．0） 〈7．8 〉 －

口緑 部 ～胴 部 ：櫛措 波状 文

頚 部 ：櫛 措横 線 文
箆 ミガ キ

弥生 時代

後 期

26－23 く－ 7、8 、9 嚢 － 〈8．4 〉 －

口綾 部 ～胴 部 ：櫛措 波状 文

頚 部 ：櫛 措横 線 文
箆 ミガ キ

弥生 時代

後 期

2 6－24 く－7 、8 、9 嚢 － 〈12 ．5 〉 －

口綾 部 ～胴 部 ：櫛措 波状 文

頚 部 ：櫛 措 簾状 文 3 連止
箆 ミガ キ

弥 生時代

後 期

2 6－25 く－7 、8、9 嚢 （19．7） 〈17 ．0 〉 －

口緑 部 ～胴 部 ：櫛 措 斜走 文横 位 羽状

頚 部 ：櫛 措簾 状 文 2 連止
箆 ミガ キ

弥生 時代

後 期

2 6－26 こ－7 、8、9 嚢 （17．8） 〈15 ．0 〉 －

口緑 部 ～胴 部 ：櫛 措 斜走 文横 位羽 状

頚 部 ：櫛 措簾 状 文
箆 ミガ キ

弥 生時代

後 期

2 6－27 く－ 5 嚢 12 ．3 13．5 （6 ．0 ）
口縁部～胴部：櫛措斜走文横位羽状‡胴下半部箆ミガキ

頚部 ：櫛 措横 線 文
黒色処 理

弥 生時代

後 期

2 6－28 く1－7 、8 、9 嚢 （20 ．7） 〈10．0 〉 －

口緑 部 ～胴 部 ：櫛 措 斜走 文横 位 羽状

頚部 ：櫛 措簾 状 文 2 連止
箆 ミガ キ

弥 生時代

後 期
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第7表　グリッド出土土器観察表

挿 図
番号

検 出 地 点 器 種
法　　　 量 （cm ） 成　　 形 ・ 調　　 整 ・ 文　　 様

時　 期 ・
口 径 器 高 底 径 外　　　　　　 面 内 、　　 面

26－29 く－7、8、9 嚢 （21．5） 〈8．7〉
l

－
口縁部～胴部 ：櫛措斜走文横位羽状

頚部 ：櫛措簾状文
箆 ミガキ

弥生時代
後期

26－30 く－7、8、9 嚢 － 〈8．3〉 －
口綾部 ：櫛措斜走文横位羽状

頚部 ：櫛措簾状文
箆 ミガキ

弥生時代
後期

26－3 1 け－ 7 嚢 （18．4）・〈5．2〉 － 口緑部 ：櫛措斜走文＋箆 ミガ キ 箆ナデ
弥生時代

後期

26－32 く－7、8、9 嚢 （20．5） 〈9．8〉 －
口緑部 ～胴部 ：櫛措斜走文横位羽状
頚部 ：櫛措簾状文 3 連止

箆 ミガキ
弥生時代

後期

27－33
こ－ 7
け・こ－7、8、9

土師器
嚢 － 〈31．0・〉 7．0

胴部 ：箆ケズ リ　 頚部 ：ナデ
底部裏面 ：木葉痕

刷毛 目＋箆ナデ 古墳時代

27－34 こ－ 7
土師器 （20．6） 〈9．6 〉 －

口緑部 ：ナデ 口緑部 ：箆 ミガキ
弥生時代

嚢 胴部 ：箆状工具 による斜走文 胴部 ：刷毛目

27－35 こ－ 7
土師器

嚢 － く5．1〉 － ナデ ナデ

27－3 6 こ－ 7
土師器

嚢
（12．．0） く3．8 〉 － 口緑部 ：箆ナデ ナデ

27－3 7 け・こ－7、8、9
土師器

嚢 11．6 〈4．0 〉 － 箆ナデ 箆ナデ

27－3 8 こ－ 7
土師器

嚢 － 〈7．5 〉 4．0 胴部 ：箆ケズ リ ナデ 古墳時代

27－3 9 く－7、8、9
土師器

嚢 － 〈5．8 〉 6．5 胴下半部 ：箆 ミガキ ナデ

27－40 け・こ－ 7
土師器

嚢 － 〈4．8 〉 6．5 胴下半部 ：箆 ミガキ 箆 ミガキ

27－4 1 け－ 7
土師器

嚢 － く4．5 〉 （6．8） 胴下半部 ：箆ケズ リ 箆ナデ 古墳時代

27－42 く－ 6
土 師器

襲 － く2．5 〉 4．3 底部 ：箆ケズリ 箆ミガキ

27－43 け－ 7
土師器

嚢 － く3．2 〉 （6．0） 底部 ：箆ミガキ ナデ

27－44 け－ 7
土師器

嚢 － 〈3．2 〉 （7．8） 底部 ：ナデ 箆 ミガキ

27－45 け・こ－7、8、9
土師器

嚢 － 〈2．3 〉 （6．0） 底部 ：刷毛 目＋箆ケズリ 箆ナデ

27－4 6 く－ 8
土師器

嚢 － く2．8 〉 （5．0） 底部 ：ナデ ナデ

27－4 7 こ－ 7
土師器

杯
（15．5） 〈4．7〉 － 底部 ：箆ケズリ 内黒

27－4 8 こ－ 7
土師器

杯
（15．4） 〈5．0〉 （10．8） 底部 ：箆ケズ リ 横ナデ

27－4 9 こ－ 7
土師器

杯 15．0 4．2 10．7 底部 ：箆ケズ リ 黒色処理

27－5 0 け－ 7
土師器

杯
（16．4） 〈4．4 〉 （11．6） 底部 ：箆ケズ リ 黒色処理

27－5 1 こ－ 7
土師器

杯
（11．8） く3．0 〉 － ナデ ナデ

27－52 け・こ－7、8、9
土師器

杯
（14．0） 〈3．4 〉 － 底部 ：箆ケズ リ ナデ

27－53 け・こ－7、8、9
土師器

杯 － 〈4．0 〉 － 口緑部 ：ナデ ナデ

27－54 け－ 7
土師器

杯
（11．6） 〈4．0 〉 － 箆 ミガキ 黒色処理

28－55 け－ 7 高ゴ不 （29．8） 〈2．9 〉 － 赤色塗彩 赤色塗彩 弥生時代

28－56 く－7、8、9 高杯 （25．4） 〈7．2 〉 － 赤色塗彩 赤色塗彩 弥生時代
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第8表　グリッド出土土器観察表

挿図
番号

検 出 地 点 森 種 法　　　 量 （cm） 成　　 形 ・ 調　　 整 ・ 文　　 様
時　 期

口 径 器 高 底 径 外　　　　　　 面 内　　　　 面

28－57 く－7、8、9 高杯 － 〈6．6 〉 － 赤色塗彩 赤色塗彩 弥生時代

28－58 く－7、8、9 高杯 － 〈6．7 〉 － 赤色塗彩 赤色塗彩 弥生時代

28－59 け－ 7 高杯 － 〈7．6 〉 － 赤色塗彩 ＋横涜線 （4 本） 箆ナデ 弥生時代

28－60 け－ 7 高塀 － 〈8．9 〉 － 赤色塗彩
杯部底面 ：赤色塗彩
脚内 ：刷毛 目

弥生時代
後期

28－61 け－ 7 高杯 － 〈9．0 〉 － 赤色塗彩
杯部底面 ：赤色塗彩
脚内 ：箆ナデ

弥生時代
後期

28－62 け－ 7 高杯 － く6．6 〉 7．3 赤色塗彩
杯部底面 ：赤色塗彩
脚内 ：ナデ

弥生時代
後期

28－63 く－7、8、9 高杯 － 〈6．7 〉 － 赤色塗彩
杯部底面 ：．黒色処理
脚内 ：ナデ

弥生時代
後期

28－64 け・こ－7、8、9 高杯 － 〈5．6〉 6．4 赤色塗彩
杯部底面 ：黒色処理

脚内 ：刷毛目＋赤色塗彩

弥生時代
後期

28－65 け－ 7 高杯 － 〈5．6〉 － 赤色塗彩
杯部底面 －：赤色塗彩

脚内 ：刷毛目＋赤色塗彩

弥生時代
後期

28－66 け－ 7 高杯 － 〈3．7〉 － 赤色塗彩
杯部底面 ：赤色塗彩

脚内 ：箆ナデ

弥生時代
後期

28－67 こ－ 6 高杯 － く3．4 〉 － 赤色塗彩
杯部底面 ：赤色塗彩

脚内 ：ナデ
弥生時代

28－68 け－ 7 高杯 － 〈4．2 〉 － ’赤色塗彩
杯部底面 ：赤色塗彩

脚内 ：箆ナデ
弥生時代

28－69 こ－ 6 高杯 － 〈5．8 〉 － 赤色塗彩 脚内 ：刷毛 目 弥生時代

28－70 く－7、8、9 高杯 － 〈5．4 〉 （17．0） 赤色塗彩 赤色塗彩
弥生時代

後期

28－71 け－ 7 高杯 － 〈5．4 〉 （11．4） 赤色塗彩 脚内 ：ナデ
弥生時代

後期

28－72 く－7、8、9 高ゴ不 － 〈5．8〉 （15．6） 赤色塗彩 脚内 ：刷毛 目
弥生時代

後期

．28－73 け・こ－7、8、9 高杯 － 〈2．7〉 － 箆 ミガキ 脚内 ：刷毛 目

28－74 く－ 4 高ゴ不 － 〈2．5〉 － 杯部 ：箆 ミガキ 杯部底面 ：箆ミガキ

28－75 け・こ－7、8、9 鉢 － 〈2．7 〉 4．3 赤色塗彩 赤色塗彩 弥生時代

28－76 く－7、8、9 鉢 15．9 〈12．0 〉 －
口緑部～胴部 ：赤色塗彩 口緑部 ：赤色塗彩 弥生時代
頚部 ：櫛措簾状文 2 連止 胴部 ：刷毛目＋ ミガキ 後期

28－77 け－ 7 鉢 （11．9） 12．1 4．8
口緑部～胴部 ：赤色塗彩 口緑部 ：赤色塗彩 弥生時代
頚部 ：櫛措簾状文 2 連止 胴部 ：箆 ミガキ 後期

28－78 け－ 7 鉢 （13．5） 〈6．5 〉 5．4 赤色塗彩 赤色塗彩
弥生時代

後期

28－79 け－ 7 鉢 （13・．7） 7．0 4．5 赤色塗彩 赤色塗彩
弥生時代

後期

29－80 き－く 鉢 （13．9） 〈6．5 〉 － 赤色塗彩 赤色塗彩 ‾
弥生時代

後期

29－81 く－ 6 鉢 （12．6） 〈5．8〉 － 赤色塗彩 赤色塗彩
弥生時代

後期

29－82 け・こ－7、8、9 鉢 － 〈6．4 〉 － 赤色塗彩 赤色塗彩 弥生時代

29－83 く－7、8、9 鉢 （13．0） 〈4．4 〉 － 赤色塗彩 赤色塗彩 弥生時代

29－84
け－ 7
く－7、8、9 鉢 （26．6） 〈6．8 〉 － ナデ 箆 ミガキ 弥生時代
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第9表　グリッド出土土器観察表

挿 図

番 号
検 出 地 点 器 種

法　　　 量 （qm） 成　　 形 ・ 調　　 整 ・ 文　　 様
時　 期

口 径 器 高 底 径 外　　　　　　 面 内　　　　 面

2 9－85 く－ 7、8、9 鉢 （9．0） 〈8．0〉 4 ．8
4、型 鉢 の 未 完 成 品 で あ り、底 部 製 作

後 6 段 の輪 積

2 9－86 く－ 4
S字状口縁

台 付 嚢 － く4．3 〉 － 刷 毛 目 ナ デ
古 墳 時 代

前 期

第7節　表採遺物（第31図、第10表、図版十七）

表採遺物については、第31図に示した弥生時代の土器11点が図化された。これらの土器には嚢（1～3・

5）壷（4）高杯（6～11）などが出土している。

1の施文は、櫛描波状文が施された後、頚部に楯描簾状文が施され、2は櫛措斜走文が横位羽状に施され

た後、円形の貼付文が認められる。3の口緑部には櫛措斜走文がそれぞれ施文されている。

4・5は壷で、4は胴下半部に至るまで赤色塗彩される。6は高杯の杯部、7・8は杯部の底部～脚部片

である。9～11は高杯の脚部でいずれも赤色塗彩が施されている。尚、11の高杯脚部は内側下半部にも赤色

塗彩が施されて、脚部はラッパ状に幅広く開いた形態である。法量的には比較的小形の高杯である。

これらの土器は、いずれも弥生時代後期の土器である。

＼享瑠ノ
8
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ゥ

一

第31図　表採出土遺物実測図
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第10表　表採出土土器観察表

挿図
番号

器種
法　　 量 （cm） 成　　 形 ・ 調　　 整 ・ 文　 様

時　 期
口 径 器 高 底 径 外　　　　　　　　 面 内　　　　 面

31－1
小型 （12．5） 〈6．5〉 －

口緑部～胴部 ：櫛措波状文
箆 ミガキ

弥生時代

嚢 頚部 ：櫛措簾状文 後期

31－2 嚢 （22．7） 〈8．0〉 －
口緑部 ：櫛措斜走文横位羽状＋箆状工具の斜

走文　 円形貼付文
箆 ミガキ

弥生時代

後期

芋1－3 嚢 （14．0） 〈4．8〉 －

l
口緑部 ：櫛措斜走文 ナデ 弥生時代

31－4 ・＝土ご宝E － 〈6．5〉 （6．7） 赤色塗彩 刷毛目

31－5 嚢 〈1．8 〉 （6．0） 底部 ：箆刷＋箆 ミガキ ナデ

31－6 高杯 （14．0） 〈3．8 〉 － 赤色塗彩 赤色塗彩 弥生時代

31－7 高杯 － く5．4 〉 － 赤色塗彩 杯部底面 ：赤色塗彩 弥生時代

31－8 高杯 － 〈4．5 〉 － 赤色塗彩 杯部底面 ：赤色塗彩 弥生時代

31－9 高杯 － 〈8．9 〉 12．0 赤色塗彩 脚内 ：刷毛 目 弥生時代

31－10 高杯 － 〈7．5 〉 13．0 赤色塗彩 脚内 ：刷毛 目 弥生時代

31－11 器台 － 〈4．1〉 （6．2） 赤色塗彩 箆ナデ 弥生時代
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佐久市埋蔵文化財調査報告書

第1集　『金井城址』
第2集　『市内遺跡発掘調査報告書1990』
第3集　『石附窯址Ⅲ』
第4集　『大ふけ遺跡』
第5集　『立科F遺跡』
第6集　『上曽根遺跡』
第7集　『三貴畑遺跡』
第8集　『瀧の下遺跡』
第9集　『国道141号線関係遺跡』
第10集　『聖原遺跡Ⅱ』
第11集　『赤座垣外遺跡』
第12集　『若宮遺跡Ⅱ』
第13集　『上高山遺跡Ⅱ』
第14集　『栗毛坂遺跡』
第15集　『野馬久保遺跡』
第16集　『石並城跡』
第17集　『市内遺跡発掘調査報告書1991』（1月～3月）
第18集　『西曽根遺跡』
第19集　『上芝宮遺跡』
第20集　『下彗端遺跡Ⅲ』
第21集　『金井城跡Ⅲ』
第22集　『市内遺跡発掘調査報告1991』
第23集　『南上中原・南下中原遺跡』
第24集　『上聖端遺跡』
第25集　『上久保田向遺跡Ⅳ』
第26集　『藤塚古墳群・藤塚Ⅱ』
第27集　『上久保田向遺跡Ⅲ』
第28集　『曽根新城Ⅴ』
第29集　『筒村遺跡B　山法師遺跡B』
第30集　『市内遺跡発掘調査報告1992』
第31集　『山法師遺跡A　筒村遺跡A』
第32集『束ノ割』
第33集　『聖端遺跡Ⅶ　下曽根遺跡I　前藤部遺跡2』
第34集　『西一本柳遺跡I』
第35集　『市内遺跡発掘調査報告書1993』
第36集　『蛇塚B遺跡Ⅲ』
第37集　『西一本柳遺跡Ⅱ　中西ノ久保遺跡I』
第38集　『南下中原遺跡Ⅱ』
第39集　『中屋敷遺跡』
第40集　『寺畑遺跡』
第41集1『曽根新城遺跡I・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅵ

上久保田向遺跡I・Ⅱ・Ⅴ・Ⅵ・Ⅶ
－1西曽根遺跡Ⅱ・Ⅲ』

第42集

第43集

第44集
第45集

第46集

第47集

『寄山』
『権現平遺跡・池端遺跡』．
『寺添遺跡』
『市内遺跡発掘調査報告書1944』
『濁り遺跡』
『上芝宮遺跡Ⅴ』

第48集　『他端城跡』

第49集　『根々井芝宮遺跡』

第50集　『藤塚遺跡Ⅲ』
第51集　『寺中遺跡　中屋敷遺跡Ⅱ』
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